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当
初
、
山
中
家
よ
り

建
屋
を
合
わ
せ
７
０
０
０

万
円
で
話
が
あ
り
そ
の
後
、

所
有
者
毎
に
金
額
が
示
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
残
存
価
格
等
も

考
慮
し
て
こ
の
よ
う
な
形

に
な
っ
た
。

　各常任委員会では、開会中の９月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いま
した。

● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会

委 員 会 報 告

　
　

消
防
セ
ン
タ
ー
の
備

品
購
入
は
地
元
業
者
の
利

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

対
応
で
き
る
地
元
業

者
が
少
な
い
の
で
、
市
外

業
者
も
含
み
、
極
力
地
元

業
者
を
利
用
し
た
い
。

　
　

購
入
費
が
高
額
で
あ

る
が
、
現
在
の
消
防
署
の

中
に
あ
る
備
品
を
使
用
で

き
な
い
の
か
。

　
　

消
防
署
内
に
あ
る
備

品
で
使
え
る
も
の
は
今
後

も
使
用
し
た
い
。

　
　

山
中
貞
則
顕
彰
記
念

事
業
の
維
持
管
理
は
、
い
つ

か
ら
誰
と
契
約
す
る
の
か
。

　
　

平
成
24
年
４
月
の
開

館
ま
で
は
現
在
の
ま
ま
の

管
理
体
制
を
考
え
て
い
る
。

　

な
お
今
後
半
年
か
け
て

設
置
条
例
等
を
整
備
し
、
指

定
管
理
と
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

の
管
理
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

財
産
の
取
得
の
定
義

に
つ
い
て
、
中
身
は
十
分

理
解
し
て
い
る
が
家
屋
取

得
に
お
い
て
評
価
の
仕
方

と
買
収
の
仕
方
が
な
ぜ
違

う
の
か
。

石
川
県
七
尾
市

（
調
査
事
項
）

★�

定
住
促
進
住
宅
取
得
奨

励
金

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が

掛
け
ら
れ
ず
、
子
育
て
世

代
の
転
出
も
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
交
流

人
口
・
定
住
人
口
拡
大
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
定
住
促
進
と
人
口

流
出
を
抑
制
す
る
た
め
、

21
年
度
よ
り
市
内
で
一
戸

立
て
住
宅
を
新
築
ま
た
は

購
入
さ
れ
た
方
で
50
歳
以

下
の
同
居
親
族
が
い
る
方

は
、
金
融
機
関
借
入
金
額

の
５
％
（
限
度
50
万
円
）

三
世
代
世
帯
の
方
は
さ
ら

に
借
入
金
額
の
５
％
（
限

度
50
万
円
）が
加
算
さ
れ
、

最
大
１
０
０
万
円
を
交
付

す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。

京
都
府
南
丹
市

（
調
査
事
項
）

★�
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く

り
活
動
支
援
交
付
金

　

様
々
な
地
域
性
を
持

ち
、
誇
る
べ
き
地
域
の
魅

力
が
あ
る
と
同
時
に
、
厳

し
い
財
政
状
況
や
人
口
減

少
、
高
齢
化
、
環
境
問

題
な
ど
山
積
し
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
解
消
す
る
た
め

市
民
協
働
を
推
進
す
る
自

由
提
案
型
（
10
万
円
を
限

度
）
と
課
題
設
定
型
（
20

万
円
を
限
度
）
で
あ
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

22
年
度
に
創
設
さ
れ
、
今

後
は
予
算
規
模
や
制
度
改

正
な
ど
検
討
し
、
さ
ら

に
充
実
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会（吉

村
幸
治
委
員
長
）

☆�

平
成
23
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

問答

問

答

顕彰館となる山中邸を現地調査

☆�

財
産
の
取
得
（
山
中
貞

則
顕
彰
館
事
業
家
屋
）

☆
所
管
事
務
調
査

問答問答
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年
度
途
中
で
の
財
政

安
定
化
支
援
事
業
繰
入
金

（
２
億
円
）
の
増
額
の
理

由
及
び
医
療
費
の
動
向
は
。

　
　

医
療
費
の
一
人
当
た

り
の
伸
び
を
、
前
年
度
比

較
約
５
％
増
で
み
て
い
た

が
、
現
段
階
で
の
決
算
見

込
み
ベ
ー
ス
で
約
７
・
８

７
％
増
と
の
試
算
に
基
づ

き
、
年
度
途
中
で
の
大
幅

な
繰
り
入
れ
が
必
要
と
な

っ
た
。
法
定
外
繰
入
金
と

し
て
は
、
当
初
予
算
で
計

上
さ
れ
て
い
た
８
０
０
０

万
円
と
合
わ
せ
て
２
億
８

０
０
０
万
円
を
一
般
会
計

よ
り
繰
り
入
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
　
　
　
　

各
種
検
診
等

の
受
診
率
の
向
上
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
抜
本
的
な
医
療
費

抑
制
施
策
の
検
討
と
、
長

期
的
な
深
い
分
析
が
必
要

で
あ
る
。

主
な
意
見

曽
於
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
調
査
事
項
）

★�

高
齢
者
福
祉
施
策
に
関

す
る
調
査

　

平
成
17
年
度
か
ら
市
内

26
地
域
の
校
区
に
社
会
福

祉
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

１
自
治
会
に
１
名
以
上
の

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
見
守
り
・
声
か
け

活
動
を
行
い
、
平
成
23
年

度
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

数
６
９
４
名
、
自
治
会
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
率
は

94
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

見
守
り
活
動
を
必
要
と

さ
れ
る
方
々
に
対
す
る
施

策
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
を
的
確
に
掴
む
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

要
素
を
含
め
た
活
動
に
加

え
、
市
と
し
て
も
独
自
の

対
応
策
を
重
要
課
題
と
し

て
認
識
し
、
積
極
的
に
取

り
組
む
姿
勢
を
打
ち
出
す

こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
る
。

奈
良
県
山
添
村

（
調
査
事
項
）

★�

健
康
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　

山
添
村
は
、
一
人
当
た

り
の
老
人
医
療
費
が
県
内

で
最
も
低
く
、
特
定
健

診
受
診
率
は
最
も
高
い
な

ど
、
い
ず
れ
の
指
標
も
好

ま
し
い
状
況
で
あ
り
、
奈

良
県
で
は
村
の
取
り
組
み

を
「
山
添
村
モ
デ
ル
」
と

し
て
県
全
体
に
推
進
す
る

計
画
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

一
人
の
医
師
を
中
心
と
し

て
保
健
推
進
員
や
保
健
師

が
連
携
し
な
が
ら
、
地
道

な
活
動
を
長
年
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
地
域
の
特
性
と

し
て
、
高
齢
者
の
就
業

率
の
高
さ
等
が
あ
げ
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
施
策
と
あ
わ
せ

て
、
住
民
の
健
康
づ
く
り

と
医
療
費
抑
制
の
両
立
が

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

高
齢
化
や
そ
れ
に
伴
う
医

療
費
増
大
に
悩
む
地
域
か

ら
大
変
注
目
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

香
川
県
小
豆
島
町

（
調
査
事
項
）

★�

介
護
予
防
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
、
対
象
者

が
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

に
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
登
録
後
、
地
域

の
見
守
り
訪
問
等
の
活
動

を
行
い
、
そ
の
活
動
時
間

が
ポ
イ
ン
ト
化
さ
れ
る
制

度
で
あ
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

は
、
日
中
独
居
の
高
齢
者

の
安
否
確
認
や
、
話
し
相

手
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
制
度
は
地
域
社
会
で

の
自
助
・
共
助
・
公
助
の

輪
を
拡
大
さ
せ
る
施
策
と

し
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
　

市
の
高
齢
者
見
守
り

対
策
の
考
え
方
は
。

　
　

次
の
４
つ
の
方
針
を
基

本
に
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
自
助
・
共
助
の
優
先

・�

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
活
動
継
続
と
資
質

の
向
上

・�

社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
で
達
成
で
き
な
い
方

へ
の
対
応

・�

災
害
時
要
援
護
者
管
理

シ
ス
テ
ム
の
活
用
充
実

　
　

財
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
設
計
業
務

委
託
料
は
。

　
　

現
在
４
校
に
配
食
し

て
い
る
深
川
学
校
給
食
共
同

調
理
場
と
７
校
に
配
食
し
て

い
る
財
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
を
、
平
成
25
年
４
月
か
ら

統
合
す
る
為
、
改
修
を
行

う
委
託
料
で
あ
り
、
来
年

度
の
夏
休
み
、
春
休
み
を
利

用
し
て
工
事
を
実
施
し
た
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
原
田
賢
一
郎
委
員
長
）

☆
所
管
事
務
調
査

☆�

平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
所
管
分
）

問

問

答

答

山添村での研修

☆�

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

問答

25年度 統合予定の
深川学校給食共同調理場
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た
だ
、
そ
ば
の
生
産
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
を
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
目
的
の
事
業
で

あ
る
。

　
　

道
し
る
べ
設
置
の
計

画
の
内
容
は
。

　
　

市
内
１
０
０
カ
所
を

予
定
し
て
い
る
。

　

防
腐
剤
を
注
入
し
た
５

寸
角
の
角
材
に
、
約
20
㎝

幅
で
１
ｍ
の
看
板
に
ア
ク

リ
ル
板
で
案
内
表
示
す
る
。

　

主
要
県
道
、
国
道
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
が
案
内

板
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、

そ
こ
か
ら
先
に
入
っ
た
所

に
道
し
る
べ
を
立
て
る
計

画
で
あ
る
。

　
　

現
年
公
共
土
木
災
害

復
旧
事
業
の
内
容
は
。

　
　

６
月
14
日
か
ら
６
月

22
日
に
か
け
て
の
降
雨
に

よ
る
も
の
で
、
ピ
ー
ク
は

６
月
19
日
で
時
間
雨
量
37

ミ
リ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
間
に
あ
っ
た
災
害

に
つ
い
て
の
対
応
で
あ
る
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
対
象
団
体
と
内
容
は
。

　
　

大
隅
弥
五
郎
太
鼓
で

桶
太
鼓
の
修
理
代
で
皮
の

張
り
替
え
を
行
な
う
。

　

牛
１
頭
分
の
皮
が
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
は
応

急
処
置
で
使
用
し
て
い
る
。

　
　

全
国
鬼
サ
ミ
ッ
ト
の

内
容
と
補
助
金
は
。

　
　

10
月
29
日
か
ら
30
日

に
か
け
て
京
都
府
福
知
山

市
で
行
わ
れ
、
曽
於
市
か

ら
鬼
追
い
保
存
会
、
鬼
神

太
鼓
と
合
わ
せ
て
30
名
参

加
す
る
予
定
で
あ
る
。（
全

国
で
13
団
体
が
参
加
）

　

経
費
が
１
６
０
万
円
ほ

ど
か
か
る
の
で
、
全
国
鬼

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
よ

り
40
万
円
、
自
己
負
担
が

20
万
円
、
市
と
し
て
は
１

０
０
万
円
の
補
助
金
を
考

え
て
い
る
。

業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た

め
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

は
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
遊
休
農
地
、

耕
作
放
棄
地
と
も
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

連
帯
保
証
に
対
す
る

請
求
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

入
居
の
時
点
で
は
、

誓
約
書
を
保
証
人
に
も
送

り
、
意
識
を
高
め
て
も
ら

っ
て
い
る
。

　
　

畜
産
生
産
基
盤
施
設

整
備
事
業
の
内
容
は
。

　
　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
家
の

非
常
時
の
停
電
に
対
応
す

る
た
め
の
発
電
機
購
入
に

対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。

　

今
回
、
20
名
の
要
望
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

そ
ば
産
地
活
性
化
推

進
事
業
の
対
象
地
区
と
、

目
的
、
内
容
は
。

　
　

県
が
モ
デ
ル
産
地
と

い
う
こ
と
で
、
県
内
で
６

地
区
を
選
定
し
、
市
内
で

は
財
部
町
中
谷
地
区
が
選

ば
れ
た
。

　

夏
そ
ば
を
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
秋
そ
ば
を
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
ほ
ど
栽
培
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

23
年
度
か
ら
の
２
カ
年

事
業
で
90
万
円
の
事
業
費

で
あ
り
、
70
％
の
上
限
で

63
万
円
と
い
う
内
示
が
き

て
い
る
。

山
梨
県
山
梨
市

（
調
査
事
項
）

★�

女
子
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
組
み

　

山
梨
市
役
所
女
子
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
は
、

20
〜
50
歳
代
の
女
子
職
員

９
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

観
光
客
の
増
加
に
つ
な
げ

る
に
は
「
女
性
の
感
覚
や

視
点
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

も
大
切
」
と
考
え
所
属
課

を
超
え
て
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
子
育
て
経

験
を
活
か
し
て
、
子
ど
も

が
喜
ぶ
観
光
マ
ッ
プ
作
成

の
提
案
、
食
を
通
し
た
ツ

ア
ー
の
提
案
等
、
女
性
ら

し
さ
に
あ
ふ
れ
た
ユ
ニ
ー

ク
で
斬
新
さ
に
富
ん
だ
活

動
が
な
さ
れ
て
い
た
。

長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村

（
調
査
事
項
）

★�

農
産
物
振
興
と
農
業
所

得
向
上
の
取
り
組
み

　

川
上
村
は
人
口
４
７
５

９
人
、
標
高
１
３
０
０
メ

ー
ト
ル
の
山
間
部
の
村
で

高
原
野
菜
の
生
産
を
基
幹

産
業
と
し
、
レ
タ
ス
の
生

産
量
は
日
本
一
を
誇
っ
て
い

る
。
農
業
後
継
者
の
平
均

年
齢
は
29
歳
、
従
事
者
の

平
均
年
齢
は
52
歳
、
稼
げ

る
農
業
で
あ
れ
ば
若
者
た

ち
も
魅
力
を
感
じ
て
、
農

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
大
川
原
主
税
委
員
長
）

問答

問答

生産量日本一の川上村のレタス畑

問答

問答

☆�

調
停
申
し
立
て
の
提
起

に
つ
い
て
（
市
営
住
宅

の
明
渡
し
請
求
及
び
滞

納
家
賃
等
の
支
払
請
求
）

☆
所
管
事
務
調
査

☆�

平
成
23
年
度
曽
於
市

　
一
般
会
計
予
算
の
補
正

　
（
所
管
分
）

問答

問答問答


